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「ぼたんちゃん」が須養のいいとこ伝えます 
                                                         教頭 最上 学 

 夏休みが明けてから、学校の玄関に牡丹の花のかわいい子がにこにこ顔をのぞかせています。名前は

「ぼたんちゃん」。学校の子どもたちと仲良くなって、学校のいいところをみんなに知ってもらいたくて、

いつも玄関にいます。 

 子どもたちのがんばり、先生方の懸命さ、須養がどんな学びの場なのか、学校の外のみなさんに分か

ってもらうことから、子どもたちが

地域で過ごしやすい場を作ってい

きたいと考えています。また、「須

養を知らなくて学ぶ機会が得られ

なかった」ということのないように、

学校紹介の発信を多くしていきま

す。 

 ぼたんちゃんの小さなカードが

玄関にあります。ぼたんちゃんをい

ろいろなところに連れて行ってく

ださい。そして、たくさんの友達を

作ってあげてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの「いいところ」の見つけ方 

～「児童生徒の心のケアに関する研修会」から～ 

 

よく「お子さんのいいところを褒めましょう」と言われますが、必死になって探す時ほど「困った

ところ」ばかりが目についてしまいます。「いいところ」を「人より優れているところ」と考えるとま

すます見つかりません。そこで、「児童生徒の心のケアに関する研修会」の講師としてお招きした浜松

医科大学の辻井正次先生から教えていただいた方法をご紹介します。 

 それは、「いいところ」を「今できている行動（＝適応行動）」ととらえる見方です。「朝起きた」「ご

飯を食べた」「挨拶ができた」などあたり前に思えることであっても、今できていること（＝適応でき

ていること）こそが「いいところ」。そう考えると、具体的に褒めることのできる場面が増えそうです。

ひとりではできなかったとしても、誰かの力を借りながら何とかなっていることも実はたくさんあり

ます。「手助けがないとできないこと」は見方を変えれば、少しの工夫や代わりの方法があればできる

ようになる「努力しているところ」。そんな風にお子さんの行動を見つめ直すことでかかわる大人にも

ゆとりが生まれ、褒める機会も増えていくのではないでしょうか。        （文責 星） 
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本の紹介 

今回紹介するのは、秋の夜長におすすめの「大人のための絵

本」２冊です。 

１冊目はマーガレット・ワイズ・ブラウン 

作、レナード・ワイズガード絵、うちだやや 

こ訳の『たいせつなこと』です。「スプーン」 

にとってたいせつなこと、「くつ」にとってた 

いせつなこと･･･様々なものにとってたいせつ 

なことがシンプルに語られていきます。「あな 

た」にとってたいせつなことは･･･？ 

２冊目は、シェル・シルヴァスタイン作・ 

絵、倉橋由美子訳の『ぼくを探しに』です。 

「何かが足りない それでぼくは楽しくな  

い」ころがりながら、野を越え、海を越えて 

足りないかけらを探す旅。かけらは見つかる 

けれど、小さすぎたり大きすぎたり、壊して

しまったり。とうとうぴったりのかけらに出会うのですが･･･。 

 忙しい毎日の中でついつい頑張りすぎて疲れてしまう、そん

な時にぜひ手にとってみてください。    （文責 大場） 

 

｢大人からの指示がないと動けない｣｢指示を繰り返しても行動につ 

まずいてしまう｣と、困っていることはありませんか？頑固だから反

抗的だからと思われてしまうことも多いようですが、実は、耳から入

ることばは一瞬で消えてしまうので保つことが難しかったり、耳から

入った情報の理解が苦手だったりと、お子さん自身も困っていること

も多いようです。いつでも大人がそばについていられるわけにはいき

ません。何度も繰り返してことばかけをすると、お互いにストレスを

感じてしまいます。 

視覚的な情報を｢見て、確認して、動

く｣方法を学習すると、一つの行動をひ

とりでできるようになるための手がか

りとすることができます。 

お子さんに伝えたいことがことばだ

けで本当に伝わっているか、もう一度

見直してみてはいかがでしょうか？          

（文責 佐藤） 

 

 

伝えたいことはことばだけで伝わっているのでしょうか？ 

登校から 

教室まで 昼食の準備 

例えば・・・ 

お子さんに合わせた伝え方を 

１ 何を使って示すのか？ 

・実物 

・絵カード・写真カード 

・絵と文字の組み合わせ 

・文字カード 

・文字のリスト 

 

２ どこまで示すのか？ 

・次のこと 

・2～3 個 

・ひとつの活動の終わりまで 

・1 日の予定 
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